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＜インドネシア・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2020 年 2 月 6 日 

インドネシアの２０１９年 GDP 

４年ぶりの低水準の 5.02％ 

 

インドネシア中央統計局（BPS）が発表した 2019 年の同国 GDP 成長率は+5.02％で、

政府目標の+5.3％には届かなかった。2015 年以来の低い水準だった。金融緩和策が

とられたものの、米中貿易摩擦等の外的要因が大きく影響した。2019 年の 10-12 月

期 GDP は前年同期比+4.97％だった。 

 

業種別では「鉱業・採掘」、「製造」の鈍化が目立つ。需要項目別では、四輪車・二輪

車、携帯電話、衣類の販売が低迷したため家計最終消費支出が減速（+5.05％→

+5.04％）した。 

但し、個人消費は全体の 56.6％と依然最大の寄与率となっている。 

出所：BPS  
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